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１．研究計画の概要 

本研究では、新たに導入される４台のファ
ブリ・ペロー干渉計による中緯度・低緯度に
おける熱圏中性風・温度の南北共役点観測を
中心として、北極圏から赤道域にわたる多数
の観測点において、オーロラ・大気光のイメ
ージング分光観測を行う。これらを通して、
地球近傍の宇宙空間（ジオスペース）の変動
エネルギーが高緯度域に侵入し、高度 80km

以上の超高層大気内を低緯度に伝搬しなが
ら、熱圏・電離圏の変動現象に影響を及ぼし
ていく過程を、定量的に明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）4台のファブリ・ペロー干渉計を平成20

－21年にかけて製作し、うち3台の、小型エタ

ロンを用いたファブリ・ペロー干渉計は平成

21年7－9月に滋賀県の信楽観測点でテスト観

測をおこなった。このうちの一台に掃天部の

不具合が見つかったが、製作メーカーによる

修理を行い、正常な状態に復帰した。 

（２）平成21年１月にノルウェー・トロムソ

にあるEISCATレーダーサイトに、大型エタロ

ンを用いたファブリ・ペロー干渉計（FPI）1

台を設置し、自動定常観測を開始した。 

（３）小型エタロンを用いた3台のFPIは、平

成22年2月にタイのチェンマイ、平成22年6月

にインドネシア・コトタバン、平成23年3月に

オーストラリア・ダーウィンに設置し、それ

ぞれ自動定常観測を開始した。 

（４）ロシアのマガダン・パラツンカ、日本

国内の母子里・陸別・信楽・佐多・与那国、

インドネシアのコトタバン、オーストラリア

のダーウィン、カナダのレゾリュートベイ、

アサバスカにおける高感度全天カメラ・フォ

トメータなどの分光観測機器による自動観測

を維持・継続した。これらのデータをデータ

ベース化し、ホームページで公開した。 

（５）中低緯度域におけるGPS受信機網による

観測データを用いた全電子数データの算出と

そのデータベース化を進めた。特に東南アジ

ア及び東アジアデータを中心に行った。 
（６）これらの観測から、オーロラ粒子降り
込みに伴う熱圏加熱のエネルギー収支の詳
細、高緯度極冠域の電離圏プラズマの舌状構
造やパッチ構造の動態、中緯度の中規模伝搬
性電離圏擾乱の動態、中間圏大気重力波の詳
細構造、磁気嵐に伴う低緯度オーロラを引き
起こすプラズマの特性や Pc1帯地磁気脈動の
特性などが明らかになった。 
（７）これらの観測や得られた成果を国内外
の学会や研究会で紹介し、共同研究の推進を
奨励した。 
 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

理由：小型 FPI の開発時に不具合が見つかり、
計画に若干の遅れが生じたが、現在はすべて
の FPI が自動定常観測を開始しており、また
関連する研究成果が数多く得られている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 今後は、各機器の自動定常観測を維持・継
続するとともに、得られる観測データの解析
を進め、人工衛星など他のデータとの比較も
行って、科学成果をだしていくようにする。 
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〔その他〕 

高感度全天カメラ、磁力計のデータは、以下
の Web ページで公開している。 

http://stdb2.stelab.nagoya-u.ac.jp/omti/ind

ex.html 

http://stdb2.stelab.nagoya-u.ac.jp/magne/in

dex.html 

 

 


